
 

 

                                                                                       検 査 N o . 2 0 1 7 - 3 1 

                                                                                       平 成 2 9 年 6 月 

 

「臨床検査総合依頼書４Ａ」 

変更のお知らせ 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。 

このたび、「臨床検査総合依頼書４Ａ」について、掲載項目やレイアウトなどの見直しを行い、記入しや

すい依頼書に変更させて頂くことになりましたので、ご案内申し上げます。 

取り急ぎのご案内となりますが、ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 改 訂 対 象  

 

● 臨床検査総合依頼書４Ａ 

 

 

 変 更 期 日  

        

平成２９年６月上旬より、順次、新仕様の依頼書に切り替えさせて頂きます。 

 

 

 改 訂 内 容  

 

※ 詳細については、裏面をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 



 

▼ 新 臨床検査総合依頼書４Ａ 

 

① 便潜血定性と定量の区域を分け掲載。 

② 血中薬物を種類別に掲載。 

③ 「胃がんリスク層別化検査/ABC」の記載。 

【依頼時の注意点】１４９４又は１４９５のどちらかを〇印で囲んでください。どちらのご依頼でもヘリコバク

ター・ピロリ抗体（EIA 法）とペプシノゲンⅠ・Ⅱ（ラテックス凝集比濁法）を検査し、リスクを分類してご報告

致します。なお、ピロリ菌の除菌治療を受けた方はリスク判定対象外のため１４９５をご依頼ください。除

菌治療を受けた方の結果はＡ～Ｄ群の判定は行わず、Ｅ群としてご報告致します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 便潜血定性を上
段、定量を下段に区
別しました。 

 
 
 
 
 
 

② 血中薬物を種類
別にまとめました。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

③ 胃がんリスク層別
化検査を新たに記載
しました。 

 
 
 
 
 

※ 実物のサイズは従来品と同一です。 

※ その他の変更点 

 新規受託項目ならびに依頼数の多い項目として、成人食物アレルギー１３セット、２５‐ヒドロキシビタミンＤ（２５‐ＯＨビタミ

ンＤ）、ｔｏｔａｌ‐ＰⅠＮＰ（ｔ‐PⅠＮＰ）、ＳＰ‐Ｄ（肺サーファクタント蛋白‐Ｄ）、ビタミンＢ1 およびビタミンＢ２を掲載しました（赤色

下線部分）。 

 依頼僅少の心室筋ミオシン軽鎖Ⅰ、尿中トランスフェリン、浸透圧（尿）および全血比重を削除しました。 


